
博士論文内容の要旨及び博士論文審査結果の要旨 

 

博士論文内容の要旨 

 医療チームの成熟過程において、成熟度を測定・可視化することによって、医療チー

ムを客観的に評価することができる。情報処理分野で開発された組織成熟度モデル

(CMMI)とタックマンモデルの指標を利用し、実際の医療チームの成熟の過程を追跡し

た。その結果、医療分野においてもチームの成熟度はこれらの指標で測定することがで

きた。また成熟度レベルが異なれば、その中で発生する動乱期に対する解決の方法に変

化が見られた。チームの育成段階によって、出現するリーダシップスタイルにも変化が

見られた。組織成熟度が Level-4 に達したチームにおいては、チームの改善に向かう

プロセスが見られた。 

 

 

博士論文審査結果の要旨 

 本論文は、チーム医療、医療組織の成熟度を「客観的な尺度で測定する」手法を示し、

医療チームを 12 年間にわたり追跡し、詳細な観察とインタビューならびに議事録等の

資料解析により実証した論文である。このような長期かつ詳細に医療チームを追跡し

た観察研究は類を見ない。本論文は事例報告として著されているが、医療組織に対し情

報処理分野で培われた尺度・測定手法を援用したところに新規性がある。さらに、本論

文に倣い、各医療組織の成熟度が共通の尺度で測定され病院間の比較が可能になれば、

チーム医療はもとより、病院組織そのものの改善に寄与することが想定され価値があ

る。よって、博士論文にふさわしいと結論した。 
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